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COILとは
• Collaborative Online International Learning
（オンライン国際交流学習）の略。

• 情報通信技術 (ICT)ツールを用いて、海外の大
学に属する学生達と様々な分野のプロジェクトを
バーチャルに連携しながら実施する。



言語運用能力 多文化主義的感性 調整力・行動力

ＣＯＩＬ型授業にのみ参加する事業協力（大学

連携に基づき、カリキュラムのグローバル化に取組
む）

COIL型教育を契機とした
米国大学との学生
交流の拡大

COIL型教育
①オンラインのゼミ形式の授業
②オフラインのワークショップ
③COILと短期・中長期留学との結合
④補助教材としてのオフライン講義

青山学院大学

大学としての目標：

「世界の言語・文化・社会の研究教育
を通じて、世界諸地域の人々と協働し、
地球的課題に取り組むことのできる多
言語グローバル人材を養成する」

国際化戦略：

➣多言語グローバル人材の養成
➣世界における「日本発信力強化」
➣日本の他大学の国際化支援

東京外国語大学 国際基督教大学

多面的かつ柔軟な市民的公共性を具えた
グローバル人材の養成

本事業の目的

大学としての目標：

「世界の他大学と協働し、世界水準のリ
ベラルアーツ教育「グローバル・リベラル
アーツを推進し、更なる国際化を目指
す」

国際化戦略：

➢多文化に富んだキャンパスの構築
➢国際的学習体験を全学生に与える



交流プログラムの内容

授業メニュー
①オンラインのゼミ形式の授業

②オフラインのワークショップ
③COILと短期・中長期留学との結合
④補助教材としてのオフライン講義

米国大学生

Ø カリフォルニア大学
・ロサンゼルス校
・リバーサイド校

・アーバイン校
・サンタバーバラ校

Ø カリフォルニア州立大学
・ノースリッジ校

Ø サンディエゴ州立大学
Ø ニューヨーク州立大学
・オルバニー校
・ストニ－ブルック校

Ø 南カリフォルニア大学

ＣＯＩＬ型教育

学生交流 短期留学 中⻑期留学 インターンシップ

ＣＯＩＬ２
東アジアにおける人間の安全保
障とアメリカのプレゼンス

ＣＯＩＬ１
新しい日本文化理解と
多元的歴史像

ＣＯＩＬ４
ハザード・スタディーズ
（震災文学、災害と防災、原発）

ＣＯＩＬ３
日米間のイシューをめぐる
ジェンダー・スタディーズ

既存
短期・中⻑期留学の拡⼤

インターンシップ
（東外⼤）世界展開⼒
強化事業実績を活⽤

COIL型教育受講者の学⽣交流開始
短期 中⻑期
留学 留学拡充

東京外大 ICU 青山学院

東京外大

ICU



⼤学の世界展開⼒強化事業（2018年度選定）
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COIL型授業 履修対象者

北米への留学者(短期/長期）

ショートビジット留学者 交換（派遣）留学者

SDSU、UCLA、UC Irvine、
UC Riverside、SUNY Albany、
CSUNに留学する学生

SDSU、SUNY Stonybrook、
SUNY Albany、CSUNに留学
する学生

本学学生



COIL型授業＋留学︓参加するメリット

留学前に⽶国⼤学の学⽣と
交流が可能

JASSO奨学⾦の優先受給

（8万円/⽉、GPAが3点
満点中2.3以上の学⽣）

TOEIC-IP受験資格（全
額補助予定、３-４年⽣）

TP-COIL学⽣フォーラム実
施を検討中

（参加資格獲得予定）



TP-COIL学⽣フォーラム



インターンシップ
予定：

日本：ワンデイインターンシップ（会社ツアー型）
アメリカ：外語会との連携により企業へのインターンシップを実施
＊感染症の影響により可否が決まります。

＊オンラインインターンシップも企画予定です。（主に米国学生向けの日本文化理解オンラインツ
アーにインターンシップ要素を組み込み、日本学生も参加できるようにするイメージ）

冬学期の就業体験科目
2021年2月実施予定：オンラインによるフィールドワーク
「[COIL] 震災・洪水の被災地を学ぶ～福島でのボランティア型オンラインフィールドワー
ク～」



2020年度

• 原則は留学前に受講

• 冬学期の1月、2月集中講義にも開講予定あり

• 春名展生「[COIL] The Pacific War revisited」

• 吉崎知典「[COIL] Designing the Peace: Japan’s Policy on Human Security 
and Global Affairs」

• 田代純一・福田彩「[COIL] 震災・洪水の被災地を学ぶ ～福島でのボランティ
ア型オンラインフィールドワーク～」

受講時期

• 夏冬は集中、春秋は通常授業

• 授業の一部を米国とつなぎCOIL型手法を使う授業形態

• 本学学生で、北米に留学を希望する学生

• 冬のSVオンライン留学予定者：SDSU、UCLA、UC 
Irvine、SUNY Albany

• 2021年度交換（派遣）で留学希望者：SDSU、SUNY 
Stonybrook、CSUN

履修対象者



• 集中/通常授業として複数開講（2単位）
• 授業の内容：

COIL1
新しい日本文化理解
と多元的歴史像

COIL2
東アジアにおける人間
の安全保障とアメリカ
のプレゼンス

COIL3
日米間のイシューをめ
ぐるジェンダー・スタ

ディーズ

COIL4
ハザード・スタディーズ
(震災文学、災害と防

災、原発）



留学について



プログラム概要

COIL型 交換（派遣）留学プログラム

留学前
• COIL型授業を受講︓オンラインで、⽶国⼤学学⽣とともに講義を受講

留学

プログラム

•北⽶地域へ交換留学

•インターンシップ（企業訪問型など）→SDSU、SUNY Stonybrook、
（SUNY Albany）、CSUNに留学の学⽣

留学後

•留学後報告書提出

•TP-COIL学⽣フォーラムの参加の資格獲得*

•3、4年次のTOEIC受験

•その他、アセスメント等

*SDSU、SUNY Stonybrook、（SUNY Albany）、CSUNに
留学をする学⽣



交換（派遣）留学プログラム スケジュールまとめ
15

来年度の留学を⽬指す学⽣は、11⽉27⽇（⾦）15時までに交換留学の申請
書を提出すること。
2022年度まで、交換留学で⽶国に留学をする学⽣は、原則、留学前に全員
COIL型授業を受講し、留学準備をしてください。
特にSDSU、SUNY Stonybrook、CSUNに交換留学で派遣される学⽣は、
履修してください。

履修登録

11⽉27⽇（⾦）15時まで

①派遣留学志願書②留学志望動機・留学計画書③成績証明書④その他必要書類



問い合わせ先

• COILプログラムに関すること
COIL事務局（本部管理棟１階 世界展開⼒強化事業部）
email︓ tenkai-coil@tufs.ac.jp
Phone:042-330-5874
(事業推進責任者︓岩崎稔教授、担当教員・コーディネーター︓福⽥ 彩 、スタッフ︓渡部バーニー)

• 交換（派遣）留学に関すること
留学⽣課交流係
email: haken@tufs.ac.jp
Phone:042-330-5183

• ショートビジットに関すること
留学⽀援共同利⽤センター
email:  ryugakushien@tufs.ac.jp
Phone:042-330-5113

mailto:tenkai-coil@tufs.ac.jp
mailto:ryugakushien@tufs.ac.jp

